
本
県
は
、
県
内
外
の
大
学

や
短
大
、
専
門
学
校
を
卒
業

後
、２
０
２
５
年
４
月
以
降

に
県
内
の
中
小
企
業
に
就
職

す
る
若
者（
35
歳
未
満
）を
対

象
に
、
全
業
種
で
奨
学
金
返

済
の
半
額
を
補
助
す
る
制
度

を
新
設
し
、９
月
か
ら
企
業

を
、
10
月
か
ら
学
生
の
募
集

を
始
め
ま
す
。経
済
的
な
理

由
で
進
学
を
迷
っ
て
い
る
学

生
に
と
っ
て
朗
報
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
「
奨
学
金
」
と

は
、
家
庭
の
事
情
や
経
済
的

な
理
由
か
ら
、
進
学
を
諦
め

な
い
よ
う
学
ぶ
意
欲
の
あ
る

学
生
に
学
費
の
給
付
や
貸
与

を
行
う
制
度
で
す
。た
だ
、昨

今
の
物
価
高
で
生
活
費
に
上

乗
せ
し
て
奨
学
金
を
返
還
し

て
い
く
だ
け
の
給
与
を
手
に

で
き
る
の
か
と
い
っ
た
不
安

も
否
め
ま
せ
ん
。

奨
学
金
制
度
は
、
国
や
地

方
自
治
体
が
運
営
す
る
公
的

奨
学
金
と
、企
業
や
個
人
、各

種
学
校
法
人
等
が
独
自
に
運

営
す
る
民
間
奨
学
金
が
あ
り

ま
す
。今
回
は
、企
業
と
学
生

の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
対
象
と
な

る「
日
本
学
生
支
援
機
構
」の

奨
学
金
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。同

機
構
の
奨
学
金
は
大
き

く
２
種
類
。一
つ
は
原
則
と

し
て「
返
さ
な
く
て
い
い
」給

付
奨
学
金
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は「
返
す
必
要
の
あ
る
」貸

与
奨
学
金
で
す
。

進
学
前
に
高
校
等
を
窓
口

と
し
て
申
し
込
む
「
予
約
採

用
」と
、大
学
等
で
入
学
後
に

申
し
込
む「
在
学
採
用
」の
二

つ
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
「
学

力
」と「
家
計
」の
審
査
基
準

を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
の
返

済
総
額
の
う

ち
、
原
則
２
分

の
１（
上
限
１

２
０
万
円
）
を

県
と
企
業
が
折

半
で
補
助
し
た

い
と
考
え
て
い

る
「
貸
与
奨
学

金
」は
、学
生
本

人
が
借
り
て
、

卒
業
後
、
本
人

が
働
き
な
が
ら

返
還
す
る
義
務

を
負
う
も
の
で

す
。利
子
が
付

か
な
い「
第
１
種
奨
学
金
」と

借
り
た
分
に
利
子
分（
貸
与

終
了
時
に
決
定
し
た
利
率
・

上
限
３
％
）
を
上
乗
せ
し
て

返
す「
第
２
種
奨
学
金
」の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。

借
り
る
金
額
は
、
第
１
種

の
場
合
、
学
校
の
種
別（
大

学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校

等
）や
国
公
立
か
私
立
か
、自

宅
か
自
宅
外
か
ら
の
通
学
か

な
ど
条
件
別
に
定
め
ら
れ
た

金
額
か
ら
選
択
し
ま
す
。第

２
種
は
進
学
先
等
に
関
係
な

く
月
額
２
万
～
12
万
円
ま
で

の
間
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。審
査
基
準
は
、第
２
種
に

比
べ
第
１
種
の
方
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
学
時
の
諸
費
用

の
負
担
を
補
う
一
時
金
と
し

て
10
万
～
50
万
円
ま
で
の
間

で
金
額
を
選
択
で
き
る
「
入

学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学
金

（
利
子
あ
り
）」
を
借
り
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。し
か
し
、奨

学
金
は
入
学
後
に
初
め
て
入

金
と
な
る
た
め
、
入
学
金
や

前
期
授
業
料
の
納
付
に
は
間

に
合
わ
な
い
こ
と
に
注
意
が

必
要
で
す
。

「
奨
学
金
は
借
金
だ
か
ら

利
用
し
な
い
方
が
い
い
」
と

い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
返
還
が
厳
し
く
な
っ
た

際
は
「
減
額
返
還
制
度
」
と

「
返
還
期
限
猶
予
制
度
」が
利

用
で
き
ま
す
。ま
た
、奨
学
金

の
返
還
は
卒
業
後
直
ち
に
始

ま
る
の
で
は
な
く
、
貸
与
終

了（
卒
業
の
翌
月
）か
ら
数
え

て
７
カ
月
目
か
ら
始
ま
り
ま

す
。返

還
方
法
は
、
借
り
た
金

額
に
応
じ
て
返
還
期
間
と
毎

月
の
金
額
が
自
動
的
に
決
ま

る
「
定
額
返
還
方
式
」
で
す

が
、第
１
種
奨
学
金
は
、返
還

金
額
が
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
毎
年
見
直
さ
れ
る
「
所
得

連
動
返
還
方
式
」
を
選
択
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

若
者
が
将
来
不
安
な
く
生

活
で
き
る
よ
う
、
県
が
全
業

種
に
拡
大
し
た
奨
学
金
返
済

補
助
制
度
。県
内
企
業
へ
の

就
職
を
視
野
に
入
れ
、
貸
与

奨
学
金
の
活
用
を
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

返済例：第2種奨学金
貸与明細：2024年4月～28年3月まで48カ月　貸与月額5万円　貸与総額240万円

出典：日本学生支援機構「奨学金貸与・返還シミュレーション」で試算の上、筆者作成 
https://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/

貸与総額 貸与利率 返還期間（年）
240万円 1.000％ 2028年10月～43年9月（15年）
返還方法 返還額 返還回数 返還総額

月賦返還 （通常）1万4428円/月
（最終）1万4576円/月 180回　 259万7188円

月賦半年賦
併用返還

（通常）  　7213円/月
（最終）  　7423円/月 180回　

259万7663円
（通常）4万3303円/半年
（最終）4万3326円/半年 30回　
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奨学金返済へ朗報！ 山梨県が制度拡充へ奨学金返済へ朗報！ 山梨県が制度拡充へ
三沢恭子FPオ フ ィ ス  ラ イ フ エ イ ド

ファイナンシャルプランナー
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